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（北信建設事務所）

飯山市地域防災計画修正（案）におけるご意見に対する回答及び対応

計画書

ページ
項目 ご意見・ご提言 意見等に対する回答及び対応

本編全般

資料編

新規

県では飯山市で平成 19年度から土砂災害防止法に基づき土砂災害警戒区域等の指定

を実施しています。この区域指定に伴い市町村長は【土砂法 第７条】に伴う事項を実

施しなければならないため、計画へ反映してはいかがか。

指定状況

H20.3.31 急傾斜 2、土石流 1         H19 年度分

H21.3.26 急傾斜 66、土石流139、地すべり4   H20 年度分

H25.3.28 急傾斜  1、地すべり1             H24 年度分

土砂法に伴う区域は土砂災害が発生する危険がある箇所ですので防災計画への掲載

をしてはいかがか（法第７条）。

・土砂法に伴う区域（各年度で送付済み箇所表を参照）

・土砂災害危険箇所

（http://www.pref.nagano.lg.jp/bosai/kurashi/shobo/kekaku/documents/25s31.pdf

参照下さい。）

土砂法第 7条に関する事項については、第

2 編第 1章第23節「土砂災害等の災害予防

計画」において、今回の修正で加えました。

しかし、ご指摘のとおり、資料編も含め、

土砂災害警戒区域等は示されておりません

ので、今年度中に作成する土砂災害ハザード

マップを基に次年度修正分に盛り込む予定

です。

上記のとおり、次年度の修正に盛り込みま

す。
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P259

P1051

P1052

P1057

P1081

P1142

P1145

資料編

資料３災害危険箇所

資料編

重要水防区域

資料編 水防上重要

な水門、ダム

P259 注２）※表示が、表中にないため不要であれば削除しては。

資料３ 災害危険箇所

P1051 21311005 上境について 区域指定 急 H13.4.26 追加記載下さい。

P1052 21311024 上倉について 区域指定 急H23.4.4及びH23.7.4追加記載下さい。

   21311033 蓮について  区域指定 急 H21.9.24 追加記載下さい。

P1057 建-684山口について 区域指定 H9.2.28 追加記載下さい。

P1081 飯山建設事務所→北信建設事務所に修正下さい。

P1142 ９今井川 左岸→右岸

10、11今井川 主要地方道上下流→主要地方道上流

追加 寒川を記載ください。（送付資料参照）

P1145記載施設の位置について県水防計画での表示と違っています。市民の方に分かり

やすい表示でいいと考えますが参考に別添資料を送付。

削除します。

修正します。

修正します。

修正します。

修正します。

修正します。

資料に基づき修正します。

市民の方にとって、当修正案の標記（位置等）

が分かりやすいと思われ、当修正案のとおり

とします。
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（北信森林管理署）

飯山市地域防災計画修正（案）におけるご意見に対する回答及び対応

計画書

ページ
項目 ご意見・ご提言 意見等に対する回答及び対応

全般的 本案は、国や県の防災計画に準じて作成されているものと考えるが、全般的に「災害」

の使い方において、地震や豪雨、火山噴火等の災害と、その災害によって起きる人的被

害等が全て「災害」で標記されているため、判然としない文章になっているのではない

かと思慮します。

  また、「防災」についても、前述のように意味合いが分かれるため、使い分けした方

が良いのではないかと考えます。

災害対策基本法において、それぞれの定義

に、

災害 暴風、竜巻、豪雨、豪雪、洪水、崖

崩れ、土石流、高潮、地震、津波、噴火、地

滑りその他の異常な自然現象又は大規模な

火事若しくは爆発その他その及ぼす被害の

程度においてこれらに類する政令で定める

原因により生ずる被害をいう。

防災 災害を未然に防止し、災害が発生し

た場合における被害の拡大を防ぎ、及び災害

の復旧を図ることをいう。

とされております。

当計画案においても、今後の国や県の計画

の修正等との整合を図るため、修正案のとお

りとさせていただきます。
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1(エ)

（2）(ア)

Ｐ３の上から１～２行目

（エ）「防災に関する研究及び観測等を推進するため、････社会学的分野の研究を含

めた防災に関する研究の推進、････」を

「防災に関する研究及び観測等を推進するため、････社会学的分野を含めた防災に関

する研究、････」に修正。

【理由】「推進するため、･････推進」では、意味がよく分からない。この場合、防災

に関する研究を推進するため、社会学的分野を含めた防災に関する研究を行うとした方

が良いのではないかと思慮する。

Ｐ３の上から２０～２１行目

（ア）「災害発生の兆候が把握された際には、･････等の災害未然防止活動を行う。」

を

「災害発生の兆候が把握された際には、･････等の被災防止活動を行う。」に修正。

【理由】前段の「災害発生の兆候」は地震や豪雨、火山噴火などの自然災害等の兆候を

意味していると考えられ、後段の「災害未然防止活動」は災害発生時の人的被害等の防

止を意味しており、自然災害等の兆候を把握しても、その災害事態を未然に防ぐことは

できないため、前段の「災害」と後段の「災害」を明確に区分した方が良いのではない

かと思慮する。

ご指摘を踏まえ、下記のとおり修正しま

す。

「防災に関する研究及び観測等を推進する

ため、防災に関する基本的なデータの集積、

工学的、社会学的分野を含めた防災に関する

研究や、予測・観測・・・」

災対法の「災害」の定義では、人的被害も

含まれており、先述のとおり当計画案におい

ても、今後の国や県の計画の修正等との整合

を図るため、修正案のとおりとさせていただ

きます。
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51

2(1)イ

2(4)

Ｐ４の下から２～４行目

イ「地域における生活者の多様な視点を反映した･･･････地域の防災力向上を図るた

め、･･･････防災に関する施策・方針決定過程及び防災の現場における女性や高齢者、

障がい者などの参画を拡大し、･･････」を

「地域における生活者の多様な視点を反映した･･･････地域の防災力向上を図るた

め、･･･････及び防災の現場における要配慮者の参画を拡大し、･･････」に修正。

【理由】現実には「女性、高齢者、障がい者」になるにしても、多様な意見を反映する

のであれば妊産婦や外国人旅行者なども含んだ「要配慮者」としても良いとのではない

かと思慮する。

Ｐ５１の下から４行目

「また、避難路、緊急輸送路などの防災上重要な経路」を「また、避難路、緊急輸送

路などの救助及び被災防止上重要な経路」に修正。

【理由】避難路は被災者を出さないため、緊急輸送路は被災者支援や救済に使用される

と考えられるが、防災上ではない。「災害」そのものと「災害によって起こる被害」と

をすべて「災害」と標記しているため、判然としない文章になっているのではないかと

思慮する。

当文面においては、災対法の改正に伴うも

ので、その背景には、東日本大震災などの教

訓から、避難所の運営等に際し、特に、女性

や高齢者に配慮する必要があることとされ

たことから、具体的に記述しております。

災対法の防災の定義において、防災は「災

害を未然に防止し、災害が発生した場合にお

ける被害の拡大を防ぎ、及び災害の復旧を図

ることをいう。」とされており、「防災上」と

は、ご指摘いただいた内容が盛り込まれてお

ります。

先述のとおり当計画案においても、今後の

国や県の計画の修正等との整合を図るため、

修正案のとおりとさせていただきます。
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（中部電力㈱飯山営業所）

飯山市地域防災計画修正（案）におけるご意見に対する回答及び対応

計画書

ページ
項目 ご意見・ご提言 意見等に対する回答及び対応

Ｐ８５２

P1001

第 4 編 雪害対策編

第 1 節 雪害に強い地域づくり

－資料１ 防災関係機関及び組織

－

電気、通信施設の雪害防止は、それぞれの関係機関が対策を

講じているところであるが、電力、通信は市民の日常生活の安

定と産業経済活動に欠くことのできないものであるので、積雪

期前の点検整備及び施設の強化を図る等、事業者に対して雪害

防止を要請するとともに、積雪による倒木によって電線路等が

遮断されることが無いよう事業者及び関係機関、市民が協力し

て対策を講じる。

ア 積雪期前の施設点検と積雪に強い施設強化

イ 電線路等近傍の降雪により転倒、落下のおそれ

   のある、支障木の伐採

ウ 倒木により発生し被害施設復旧のために至る

   道路の除雪

※下線部追加

機関名 中部電力(株)飯山営業所

所在地 飯山市静間 353-5
電話番号 ０２６９－６２－２７６０

（誤 ０２６９－６２－２０４５）

県の地域防災計画では、支障木の伐採は中部電力

株式会社が実施する計画に定められていますので、県

と同様な対応とさせていただきます。

修正案のとおりとさせていただきます。

修正します。


